
　審議課題：審議結果を含む主な議論の概要

2020年度第9回　ＪＡ北海道厚生連　帯広厚生病院倫理審査委員会　会議の記録概要

倫理審査委員会　事務局

開催日時

開催場所

出席委員名

委員数

研究課題番号 2020-079

審議案件名
髄膜癌腫症を伴う非小細胞癌患者に対する全脳照射と免疫チェックポイント阻
害剤の有効性を検討する多施設共同後ろ向き観察研究（ＮＥＪ049試験）への
参加

実施責任者 第一内科 医長　菊池 創

審議内容

【迅速審査】本研究は、髄膜癌腫症を認める非小細胞癌患者に対する全脳照射
および免疫チェックポイント阻害剤の有効性を明らかにする多施設共同後方視
的観察研究である。全脳照射実施群と非実施群、および免疫チェックポイント
阻害剤投与群と非投与群の髄膜癌腫症と診断されてからの生存期間を比較解析
し介入・侵襲ない為、迅速審査として審査を行い令和2年11月9日付けで承認と
した。

審議結果 承認

研究課題番号 2020-080

審議案件名
Laparoscopic ultrasound-guided wedge resection of the stomach
投稿論文のＩＲＢ承認について

実施責任者 外科 医長　和田 秀之

審議内容

【迅速審査】本研究は、現在胃粘膜下腫瘍に対して施行している手技に対して
代わる手技を後方視的に検討する。内容は術中内視鏡に代わり、より簡便な腹
腔鏡下超音波検査をガイドとした胃楔状切除の手術手技を確立することであ
る。通常の手術では使用しない器材を用いるが通常手技から逸脱せずに施行さ
れることから介入・侵襲ない為、迅速審査として審査を行い令和2年11月9日付
けで承認とした。

審議結果 承認

研究課題番号 2020-081

審議案件名
新生児ループスの患者様の臨床症状と検査結果の経過を医学学会および医学雑
誌にて発表

実施責任者 小児科 第一主任部長　植竹 公明

審議内容

【迅速審査】本研究は、新生児ループスで肝臓に鉄沈着を認める症例は極めて
希少であり、関連する学会にて発表し論文を公表することで医学の進歩に貢献
できると考え極めて貴重である。また、過去の試料を用いる研究であり介入・
侵襲ない為、迅速審査として審査を行い令和2年11月9日付けで承認とした。

審議結果 承認

本審査（委員会開催）を要しない迅速審査6件のみの申請であった為、書類審
査とし、委員会開催を見送ることとした



承認

研究課題番号 2020-082

審議案件名
根治照射可能なⅢ期非小細胞癌で、PS2あるいは高齢者に対する低用量カルボ
プラチン連日投与と胸部放射線同時併用療法後、デュルバルマブ維持療法の第
Ⅱ相試験（NEJ039A）への参加

審議内容
【迅速審査】令和2年7月6日付で承認されている迅速審査の研究であるが、症
例登録期間の変更による軽微な変更申請である為、迅速審査として審査を行い
令和2年11月9日付けで承認とした。

審議結果 承認

研究課題番号 2020-083

審議案件名 多系統萎縮症におけるＵＭＳＡＲＳ partⅠ 電話調査の信頼性に関する研究

実施責任者 脳神経内科　主任部長　加納 崇裕

実施責任者 呼吸器内科　主任部長　高村　圭

審議内容
【迅速審査】令和2年10月5日付で承認されている迅速審査の研究であるが、担
当医師の変更による軽微な変更申請である為、迅速審査として審査を行い令和
2年11月9日付けで承認とした。

審議結果


